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秋
田
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
、
被
保
険

者
数
の
減
少
、
高
齢
化
、
医
療
の

高
度
化
等
に
よ
り
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
高
齢
被
保
険
者
（
60
歳
か
ら

74
歳
）
が
占
め
る
割
合
は
約
64
％

（
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
）
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
全
国

平
均
（
54
％
）
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
ほ
か
、
10
月
か
ら
の
社
会
保

険
適
用
拡
大
で
、
被
保
険
者
数
は

さ
ら
に
減
少
が
加
速
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
国
保
財
政
の
安

定
し
た
運
営
に
は
、
収
納

率
向
上
と
医
療
費
の
適
正

化
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
収
納
率
向

上
対
策
の
重
点
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
の

ほ
か
、
口
座
振
替
の
ウ
ェ

ブ
申
込
み
を
開
始
す
る
な

ど
、
納
付
手
段
の
選
択
肢

を
増
や
し
、
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
休
日
相
談
窓
口
の
開

設
な
ど
折
衝
機
会
の
確
保
を
図
り

滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
重
症
化
予
防
な
ど
の

保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、
現
在
の
第

２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
最
終

評
価
を
行
い
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
す
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
か
ら
計
画
を
見

直
し
、
医
療
費
全
体
の
適
正
化
に

効
果
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
田
市
特
定
健
診
課
は
、
国
保
事
業
の
う

ち
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
中
心

に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び
ハ
イ
リ
ス

ク
者
の
重
症
化
予
防
に
係
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
特
定
健
康
診
査
に
お
い
て
血

圧
の
有
所
見
者
が
多
く
、
ま
た
高
血
圧
症
や

脳
血
管
疾
患
の
医
療
費
が
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
早
期
に
医
療
機
関
に
つ
な
ぎ
、
脳
血

管
疾
患
等
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
予
防
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
高
血

圧
症
重
症
化
予
防
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

開
始
に
あ
た
り
、
令
和
２
年
度
に
秋
田
市

医
師
会
か
ら
事
業
の
実
施
や
対
象
者
の
選
定

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
、「
秋
田
市

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
高
血
圧
症
重

　秋田市は、秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁する出
羽山地、西には夕日の美しい日本海が広がる緑豊かな公園都市です。陸・海・
空の交通の結節点となっており、東北3大祭りの一つである秋田竿燈まつり
などへ多くの観光客が訪れています。
　2022年6月、秋田芸術劇場ミルハスがオープンしました。千秋公園のお
堀沿いにあり、中心市街地の季節の移り変わりを存分に感じられる建物で
す。エリアなかいちや美術館へつながる美しい芸術文化ゾーンとなってい
ます。

秋田市
保険者紹介

秋田市

総世帯数	 138,695世帯
総 人 口	 303,476人
国保世帯数	 38,550世帯
国保加入割合	 18.47％
収納率（令和3年度決算）
　現年課税分	…	91.71％
　滞納繰越分	…	14.17％

国保の概況
（令和4年7月31日現在）

ちょうどいいから、住みやすい！

国
保
の
取
り
組
み

秋田国際ダリア園：日本を代表する育種家の鷲澤氏（秋田県出身）が育てた、およそ700種、7,000株も
の色とりどりの美しいダリアが鑑賞できます。

表紙
写真

収
納
率
向
上
と
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て

窓口の様子

保
健
事
業
の
取
り
組
み

保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ
No.
386

高
血
圧
者
を
医
療
に
つ
な
ぐ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

市民が
手続きしやすい
環境を整えます
秋田市　国保年金課長　畑

はたやま

山 淑
しゅくこ

子
　秋田市本庁舎1階の国保年金課の窓
口には、1日に100人以上、繁忙期には
200人以上の市民が手続きのために来庁
します。秋田市では、窓口混雑の緩和、
市民の利便性の向上のため、手続きの
オンライン化を順次進めており、国保関
係では、加入・脱退手続きを始め、10
種以上の手続きをオンライン化しました。
平日の手続きが難しい方から多く利用い
ただいています。社会情勢の変化にも対
応し、市民にとってより手続きのしやすい
環境を整えていきたいと思います。

国保主管課長からの

一 言

症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
対
象
は
、
特
定
健
康
診
査
の
結

果
、
血
圧
値
が
Ⅱ
度
高
血
圧
以
上
（
収
縮
期

血
圧
１
６
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧

１
０
０
㎜
Hg
以
上
）
で
直
近
６
か
月
以
内
に

関
連
の
疾
患
等
で
受
診
し
た
記
録
の
な
い
方

と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
特
定
健
康
診
査
結
果

に
、
高
血
圧
症
の
受
診
勧
奨
通
知
、
受
診
確

認
票
、
高
血
圧
症
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
味
噌
汁

な
ど
の
塩
分
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
試
験
紙
を

同
封
し
、
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

勧
奨
後
の
医
療
機
関
受
診

状
況
に
つ
い
て
は
、
受
診
確

認
票
を
返
送
し
て
い
た
だ
き

状
況
を
把
握
す
る
ほ
か
、
勧

奨
か
ら
３
か
月
後
に
、
診
療

報
酬
明
細
書
で
受
診
状
況
を

確
認
し
、
未
受
診
の
か
た
に
は
再
度
勧
奨
通

知
を
送
付
し
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
対
象
の
方
で
、
特
定
保

健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
特
定

保
健
指
導
の
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
同
封
、

さ
ら
に
電
話
連
絡
を
し
受
診
勧
奨
を
し
な
が

ら
面
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
６
月
末
時
点
に
お

い
て
、
約
５
割
の
方
に
つ
い
て
高
血
圧
に
係

る
受
診
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
事

業
実
績
を
積
む
と
と
も
に
内
容
を
詳
し
く
分

析
し
、
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
民
一
人
ひ
と
り
へ
の
支
援
を

大
切
に
、
秋
田
市
医
師
会
等
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

3 こくほの田秋 2こくほの田秋



連 合 会
トピックス

連合会行事についてはHPをご覧ください　https://www.akita-kokuhoren.or.jp

●令和3年度事業報告・決算が認定される
　第134回通常総会

　本会は７月26日（火）、第134回通常総会を市町村
会館大会議室において開催した。
　開会にあたり齊藤理事長（能代市長）が挨拶に立ち、
「令和６年度に予定している『国保総合システム』の
機器更改費用については４年度分として国より約54
億円が措置されたものの、令和５年度においてもな
お50数億円の財源不足が見込まれている。引き続き、
新たに保険者の負担が生じることのないよう国の責
任による財政措置を関係省庁に要請することとして
いる。こう

した状況の中、適正な審査支払事務に努めるととも
に、共同処理事務の円滑な運営に努めてまいりたい。」
と述べた。
　続く来賓挨拶では、秋田県健康福祉部の伊藤健康
福祉部長が挨拶に立ち、「県では、令和６年度からの
『国民健康保険運営方針』の改訂に向けて市町村の皆
様と議論を開始したところであり、引き続きご協力
をお願いする。国保連合会においては、医療費適正
化の推進に向け、保険給付点検の強化やデータベー
スシステムを活用した保健事業への積極的な支援が期待され、その役割がますます重要になっ
てきており、今後も国保連合会と県、市町村で連携を強化し、さまざまな事業を進めてまい
りたい。」と述べた。
　続いて、古谷常務理事から業務報告を行い、その後事務局から令和３年度事業報告と歳入
歳出決算の報告を行った。議案審議では補正予算のほか、国保制度の改善強化に関する要望
事項や、役員の選任などについて審議がなされた。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案等については本会ホーム
ページに掲載しています）
　総会及び第３回理事会（総会終了後開催）において決定した役員については以下のとおり。

副理事長 五城目町長 渡　邉　彦兵衛 理 事 小 坂 町 長 細　越　　　満

●取組強化に向けて
　第三者行為求償事務担当者研修会
　本会は、7月15日（金）、第三者行為求償事務担当者研修会を開催した。
ハイブリッド形式で開催し、保険者等から40名が参加した。
　はじめに本会事業企画課より第三者行為求償事務支援の現状について説
明を行った。次に、国民健康保険中央会企画部企画調査課課長補佐　鈴木　
彰人氏より、「第三者行為求償事務について」と題し、主に初任者向けの
講演が行われた。その後、本会の佐藤損害賠償求償事務専門員より「第三
者行為求償事務の実務について」と題し、より実務的な面を掘り下げた説
明がなされた。
　本会では、秋に介護保険担当者向けの第三者行為求償事務研修会も予定
している。

●セルフワークで理解深める
　令和4年度国保・後期高齢者ヘルスサポート事業研修会
　本会は、８月26日（金）、令和４年度国保・後期高齢者ヘルスサポート
事業研修会をハイブリッド形式で開催した。この研修会は、「生活習慣病
の発症・重症化予防」及び「適正受診・適正服薬に対する取組」の目的や
効果的な実施方法等について、対象年齢を問わず一体的に事業を実施でき
るよう、関係部署間の共通理解を進めることを目的としており、保険者等
各担当課から74名に参加いただいた。
　はじめに、本会保健事業支援・評価委員会委員である秋田大学大学院医
学系研究科　教授　野村　恭子氏より「保健事業支援・評価委員会の実施
状況」と、委員会の協議事項として多く上がる「高血圧の保健指導」につ
いて情報提供を行った。続いて、東京都健康長寿医療センター研究所　研
究部長　石崎　達郎氏より「適正受診・適正服薬に関する保健指導」につ
いてご講演いただいた。講演の中で石崎氏は、「“適正受診”や“適正化”とい
う言葉を多用しがちだが、“適正”かどうかは人それぞれ違うため、市民に
分かりやすい表現の工夫が必要」と助言をされ、この言葉に納得、共感す
る声が多く聞かれた。このほか、事業における具体的な取組や留意点が示
され、大変分かりやすいと参加者に好評であった。また、講演の後にセル
フワークを行い、自保険者の取組について保険者等に発表いただいた。参
加者からは「他の保険者の取組や考えを聞くことで、自分で気づかなかっ

たことにも気づく
ことができ、参考
になった」と好評
いただいた。
　来年度は、保険
者等ニーズにお応
えし、「データヘ
ルス計画の最終評
価と次期計画の策
定」について早い
時期に開催する予
定としている。

10月
13日 特定保健指導実践者育成研

修会

20日 審査委員会（21、22、24、
25日）/柔整審査会

21日 診療報酬再審査部会

24日 審査専門部会

25日 審査小委員会/合同研究会

26日 鍼灸等審査会

27日 介護給付費等審査委員会

11月
1日 市町村保健活動連絡協議会

研修会

２、８、９日 KDBシステム等活用のた
めの操作研修【活用編】

17日 柔整審査会

18日 審査委員会（19、21、22、
24日）

21日 診療報酬再審査部会

22日 審査専門部会

24日 審査小委員会/合同研究会

25日 鍼灸等審査会

28日 介護給付費等審査委員会

30日 第3回保健事業支援・評価
委員会
第三者行為求償事務担当者
研修会【介護保険】

12月
5日 介護サービス苦情相談担当

研修会

15日 柔整審査会

17日 審査委員会（19、20、21、
22日）

20日 診療報酬再審査部会

21日 審査専門部会

22日 審査小委員会/合同研究会

23日 鍼灸等審査会

26日 介護給付費等審査委員会

連合会行事予定

伊藤健康福祉部長

齊藤理事長

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業研修会
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ま
ち
の
保
健
師
を
目
指
し
て

　

小
森
さ
ん
は
保
健
師
に
な
っ
て
２
年
目

（
令
和
４
年
度
現
在
、
以
下
同
様
）。
高
校
卒

業
後
、
看
護
学
校
で
学
び
、
そ
の
後
６
年
間

看
護
師
と
し
て
働
い
た
の
ち
、
青
年
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ナ
ン
共
和

国
へ
。
２
年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
の

ち
、
保
健
師
免
許
を
取
得
。
そ
の
後
ま
た
６

年
間
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
、
令
和
３
年
４

月
に
井
川
町
に
採
用
さ
れ
た
、
異
色
の
経
歴

を
も
つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
保
健
師
さ
ん
だ
。
小

森
さ
ん
は
藤
里
町
の
出
身
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
保
健
師
さ

ん
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
と
憧
れ
て
い
た
そ

う
。
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
に
も
満
足
し
て

い
た
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
で
地
域
保
健
に

携
わ
る
活
動
を
行
い
、
保
健
師
へ
の
思
い
が

強
ま
っ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
小
森
さ
ん
が
働
く
井
川
町
に
は
、

現
在
４
人
の
保
健
師
が
い
る
。
３
人
は
健
康

福
祉
課
で
保
健
事
業
を
担
当
、
１
人
が
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介
護
予
防
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
歴
史
を
知
る

　

井
川
町
の
特
色
あ
る
事
業
と
し
て
小
森
さ

ん
が
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、「
循
環

器
健
診
」
だ
。
こ
の
健
診
は
昭
和
38
年
か
ら

続
い
て
い
る
歴
史
の
あ
る
健
診
で
、
町
が
独

自
で
や
っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
そ
う
。
大
学

で
の
研
究
用
に
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
た

め
、
他
の
健
診
で
は
検
査
で
き
な
い
よ
う
な

項
目
も
検
査
で
き
る
。
健
診
で
異
常
が
あ
っ

た
住
民
に
は
結
果
が
正
式
に
出
る
前
に
病
院

へ
の
受
診
を
す
す
め
る
連
絡
を
入
れ
て
い

る
。
対
象
者
は
18
歳
以
上
の
町
民
で
、
職
場

で
健
診
を
受
け
て
い
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ

て
も
町
の
も
の
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
地
域
保
健
の
歴
史
を
知
る

こ
と
も
、
業
務
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
大
切

な
こ
と
の
う
ち
の
一
つ
だ
。「
今
の
井
川
町

の
地
域
保
健
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
は
先
輩

方
の
試
行
錯
誤
の
結
果
で
あ
っ
て
、
失
敗
も

成
功
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

歴
史
を
学
ん
だ
上
で
事
業
に
向
き
合
っ
て
い

く
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。」
と
小
森
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
た
。

先
輩
の
姿
、そ
し
て
自
分
の
経
験

　

小
森
さ
ん
に
と
っ
て
、
先
輩
保
健
師
の
影

響
は
大
き
い
。「
先
輩
保
健
師
は
、
役
場
に

や
っ
て
き
た
住
民
の
方
を
見
て
『
あ
の
人
は

〇
〇
町
内
の
〇
〇
さ
ん
』
と
い
う
よ
う
に
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
住
民
さ
ん
を

知
っ
て
い
て
、
経
験
を
積
ん
だ
保
健
師
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

先
輩
方
は
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
と
で

き
な
い
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て

業
務
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
影
響
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

と
先
輩
保
健
師
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
語
っ

た
。

　

ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
が
活
き
た
こ
と
は
あ
る
か
、
と

伺
っ
た
。「
今
は
ま
だ
自
分
の
業
務
を
こ
な

す
こ
と
で
精
一
杯
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
の
は
あ
れ
を
し
ろ
こ
れ
を
し
ろ
と
決

ま
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、『
無
い
と
こ
ろ
』

か
ら
何
か
を
つ
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
と
か
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
と
は
感
じ
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
保
健
事
業

　

井
川
町
で
は
健
康
福
祉
課
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
診
療
所

の
４
つ
の
関
係
機
関
が
連
携
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
例
え
ば
健
康
福
祉
課
で
情
報
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
町
民
に
つ
い
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
情
報
が
来
た
り
、

診
療
所
か
ら
情
報
が
来
た
り
す
る
な
ど
、
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
福
祉
課
だ
け
で

は
把
握
し
き
れ
な
い
情
報
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き

る
の
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
独
居

や
高
齢
夫
婦
世
帯
が
増
加
す
る
中
で
、
今
後

は
「
住
民
同
士
の
見
守
り
あ
い
」
も
課
題
だ
、

と
小
森
さ
ん
は
言
う
。「
保
健
師
は
も
ち
ろ

ん
全
体
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
常
に
目
が
い
く
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
大
切
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
民
生
委
員
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
地
域

の
見
守
り
あ
い
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
民
生
委
員
さ
ん
も

高
齢
化
し
て
な
り
手
が
い
な
く
な
り
、
地
区

に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
さ
ん
が
い
な
い
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
独
居
世
帯
や

高
齢
夫
婦
世
帯
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
住
民
同
士
の
見
守
り
あ
い
が
で
き
る
か
ど

う
か
が
課
題
で
す
。」
と
小
森
さ
ん
は
語
っ

た
。「

小
さ
な
ま
ち
の
大
き
な
輪
」

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
も
伺
っ
た
。

小
森
さ
ん
が
保
健
師
と
し
て
働
く
う
え
で

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
「
小
さ
な
ま
ち
の
大
き
な
輪
」
だ
そ
う
。

こ
れ
は
住
民
の
つ
な
が
り
を
「
輪
」
と
表
現

し
た
も
の
で
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
小
森
さ
ん

の
町
の
理
想
像
な
ん
だ
と
か
。
保
健
師
と
し

て
そ
う
し
た
輪
を
作
っ
て
い
き
た
い
、
と
小

森
さ
ん
は
言
う
。

　

小
森
さ
ん
に
は
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
た
ら
何
を
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
お
聞
き
し
た
。「
例
え
ば
サ
ロ
ン
だ
っ

た
り
と
か
、
運
動
サ
ー
ク
ル
を
や
っ
て
い
る

と
か
、
そ
う
い
っ
た
自
主
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
住
民
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
う
い
う
自
主
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
た
ち
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
で

何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

小
森
さ
ん
は
看
護
師
と
し
て
の
臨
床

経
験
、
そ
し
て
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
と
、
多
彩
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
生
か
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
関
係
機
関

の
連
携
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
な

ど
、
人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

シリーズ企画 ㉓
み
ん
な
の
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

現
場
の
チ
カ
ラ

井川町	健康福祉課

保健師		小
こ	も	り

森 幸
さ	ち	よ

代さん

●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
身
近
で
健

康
を
支
え
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、日
々

の
取
り
組
み
や
人
柄
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

─ 

普
段
は
ど
ん
な
人
で
す
か

　
し
っ
か
り
者
で
落
ち
着
い
て
い
て
、

淡
々
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
タ
イ

プ
で
す
。
で
も
と
き
ど
き
天
然
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
（
笑
）

─ 

住
民
と
の
接
し
方
は
ど
う
で
す
か

　
物
怖
じ
す
る
こ
と
な
く
、
穏
や

か
に
じ
っ
く
り
と
住
民
の
方
に
向
き

合
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

─ 

小
森
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　
ど
ん
な
業
務
に
も
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
て
、
行
動
力
も
あ
る
の
で
、

す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に

仕
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い

よ
う
に
環
境
を
整
え
て
く
れ
た
り
、

本
当
に
よ
く
気
が
利
く
方
で
す
。

─ 

ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か

　
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
見
つ
け
て
こ
な

し
て
い
く
タ
イ
プ
な
の
で
、
休
み
休

み
仕
事
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

井川町	健康福祉課

主査		湊
みなと

　百
ゆ	り	こ

合子さん

最
後
に
、井
川
町
健
康
福
祉

課
で
一
緒
に
働
く
先
輩
に
も

伺
い
ま
し
た
。

「
小
さ
な
ま
ち
の

大
き
な
輪
」
を
つ
く
る
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【材料】
（2人分）

鮭ときのこのホイル焼き
生鮭（切り身）
　…………… 2切れ（200g）
塩  ………………  少々
玉ねぎ  …………  50g
ほうれん草  ……  40g

生しいたけ  ……  2枚
まいたけ  ………  40g
酒  ………………  大さじ2/3
みそ  ……………  大さじ2/3
マヨネーズ  ……  大さじ2/3

　秋が旬の鮭ときのこをホイル焼き
にしました。鮭にはビタミンDが豊富
に含まれていて、1切れで1日分のビ

タミンDを十分に補うことができます。しいたけやまいた
け以外にもお好きなきのこを入れると旨味が増します。

秋田県栄養士会　地域活動職域事業部　管理栄養士　工
く ど う

藤 菜
な　つ　み

津美

栄養士さんの
ワンポイント
アドバイス

 ビタミンをとる今月の
テーマ

コクホ食堂
美味しく低カロリー

・協力・

公益社団法人
秋田県栄養士会

【1人分の栄養量】
エネルギー：250kcal
たんぱく質：22.1g
脂　　　質：16.5g
炭 水 化 物：6.6g
食塩相当量：1.3g
ビタミンＤ：16.4μg

【作り方】
①玉ねぎは繊維を断って1cm幅

に、ほうれん草はゆでて3cm
幅に切ります。

　しいたけは薄切りに、まいた
けは食べやすい大きさに手で
ほぐします。

②鮭に塩を振ります。
③アルミホイルの中央に玉ねぎ、

しいたけ、まいたけをおきます。
　鮭をのせ、酒を振って、混ぜ

合わせたみそ・マヨネーズを
かけます。

　最後にほうれん草をのせます。
④アルミホイルの手前と奥を重

ね合わせ、両端を1、2回ひね
ります。

⑤フライパンに④を並べ、包み
が浸るくらいの水（分量外）
を入れます。

　蓋をして弱火で15～20分蒸し
焼きにします。

⑥具材に火が通ったら完成です。
こく ほ
の
田
秋

2022年
10月
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